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お問い合わせ先 

首都大学東京 URA室 
TEL : 0426772759   mail：  soudanml@jmj.tmu.ac.jp 

健康福祉学部 作業療法学科 准教授  井上 薫 

作業療法における「作業」は人のあらゆる活動が対象となる．作業療法とは，作業活動への支援，作業活動を使用して支援するもの． 
ロボット技術の実用化に伴い一部のロボットも作業活動へ利用することができるようになった．施策として取り組まれている以上，作業療法領域において
もその有効な活用に向けて利点・問題点を整理していく必要がある． 
今回は，ロボットやロボット様玩具の有効活用について発表する． 

✔  動物型の方が人型よりやや好評であった． 

✔ 特に，介護ケアの実践に役立つものに対する期待が高かった。 

✔ 今回の対象者は，高性能ロボットと玩具を意識して区別している人 
は少なかった（実際の機能は大きく異なる）． 

✔ 職員は，ロボットやロボット様玩具の知識や使い方を熟知している 

必要があり，導入時にはロボットを熟知した人による支援が必要． 

✔  高額なロボットと玩具の違いは，今回の調査ではロボットに対し関心 
の高さを示したことで，それらがより人を惹きつける要素があった．            
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想定される対象者対象者：ラベル数７１ 

高齢者 認知症をもつ人 
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ロボット・ロボット用玩具のよい点： 
ラベル数１３１ 

それぞれ固有の魅力がよい 
話す機能がよい 
大きさがよい 
動きのあるところがよい 
感触がよい 
その他 

よい点のラベ
ル数率が高
かったもの： 
ロボット２体
で４６％． 
関心の高さを
示す． 

ロボット・ロボット様玩具の改善点と 
事後アンケート 
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ロボット・ロボット様玩具の改善点： 
ラベル数175 

機能の問題 使い方の問題 

会話機能の問題 その他 
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業務に活用したいか？N=43名 

とても思う 
思う 
どちらともいえない 
思わない 

８５％以上 
「思う」と回答． 
「思わない」回
答なし． 

「機能」につい
て疑問をもつ
人が多かった 

改善点を挙げ
てもらったが，
「要望」と理解
することもでき
るが・・・ 

高齢者に対する良い効果・活用を妨げる問題 
件 

職員に十分に
活用してもらう
には十分なオ
リエンテーショ
ンが必要 

職員が考える
効果 
活用する際の
着眼点 


